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Conservation of “common" forests in the Meiji and Taisho eras 
-A case study of common forest in the Ohara region， Koka county， Shiga prefecture-
Gaku MITSUivIAl、A本
j迎.h長住民による1fl./L滋lIi日によってJ1.!J成ftilJj(を保全してきたEf:it立の人会1I，IJ1.交が， !.丘fド， J~'tJ.え IIIJ却の議lìi命のj坊で，必んに




I~Jìfl . kjEJYJの滋賀県11f~ 1ft; 1' t~ IlrA以j位以の共有1手IJIJを'Jf.j9Uとし， 1 大 1)日付の JI!l峨共同体がJ，j~たした森林保令をコ
モンズiì(，ùn0 なi'JU.\':から考祭する.また，コモンズという ;:i. Jt~ーだけが先行して、成境保全のためのコモンズの j:Jg法(約米
引ないしはルール)についての学IllJ的検討があまり巡んでいない現状において，*秘では. 1日大!日{村氏がお11it~n し，桜く
j箆守した jヰイJIII\V， i.約とその変泌を aUIIIに分析し，さらには海外研究とのよと絞分析を試みた.その結J，j~， Wi1Jj(符JII[主体と
して存立するコモンズには， ifの見il泌をIlJわず，共通した泌fl・が{il[認された.
キーワード:地域J1;: IfìJ1~，:，滋位以火山(地IK ， JヰイJII，コモンズのルール
Hecently. an old Japanese system ()f“Iriai". in which local residents jointly control regional natural rとsourccs.ha日
frcql1ently bcen thc i日日lesof clisCllssion日from the (Joint of cnvironmental conservation目 Th記rchavc also bccn many 
日lldicson the ]apancsc cOl1lrnon forcst or“χaisankllyurin"， which has its roots in the Triai in the Eclo era (160:3・186i).
PreviOllS sll1c1ies considered lhe lriai negalivcly. 乱日 an むxcむplionalsystem in the history of ]ap日nesesocial 
institutions. Morcovcr， tho日estlldies lackccl anむねvironmentalconscrvalion perspcclive and did not clo comparative 
analyscs with“cOl1mons" i口 othercountries. This p日perexamine告白 coml1on[ore日tin lhe Ohara region. Kolla 
county. Shiga prefecture. This forcst h日お 1・ccoveredfro11 thc he日vydamag日.which occLlrred at the beginning of thc 
Meiji cra. and has becol1le日 richHinoki forest. The study focLlses 01 the lVeiji (1868崎1911)and Taisho (1912-1925) 
eras. COl1scrvation of the C011101 (oresl by tbむ inhabitantsof Ohara vila詰cis discussed fl・011lhc viewpoinl of a 
C0l11101l日 s(lIdy.Changcs in the agreemel1ts and rules that are rigidly obsむrvedby the local people日realso <lnalyzcd. 
Thi日cxal1plcis cornpared Wilh Otrorn(1999)'s study of C0l1m011日日ndit is concluded thal sLlccessflll C0l11110nS in t hc、
sllstainablc Ilse of nall!ral l'esources share similar cOl1ditions 01' char<lcteristics. 
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???
うなシステムの支柱となった.大J討す村氏が必裂とした








































































共有1保護焼約は， 1877 (1別的10)年以降， 1882 (明治
15)年の共宥林保護ニf'JlI/.約， 1884 (明治17)年の大涼
UJ林曾議案， 1886 (1羽治19)年の共有1林保護規約，



















第一jりjは， 1905 (IVJ治38)年から1907(1V1 i白40)1r 
で， H路戦争ij役役記念林による梢樹f(ij絞の拡大JlJJ，第二





















Table-l Thむ transilionof lhc afforcslcd arca and numbers in 
Ohara vila日巴 forcst
M栽{I'-次
IYJ治22{F-35{1'. 49.7 238.4 59.6 298目。
明治:36"1: 6目。 19.0 19.0 38目。
IVJifi37"1'- 7目4 22.1 23.9 46.0 
IY灯台:38{I' 13.7 20.5 61.5 82.0 
IYJおう:39イド 27.9 91.5 75.5 167.0 
IYJ ifi40{1'- 18.8 13.5 99.5 113.0 
IYliti/U"I'- 16.7 l3.0 87.0 jOO.O 
IUJi会42{1'- 30.0 61.0 [[4.0 175.0 
IY] ifi43{1'- 30.0 59.0 122.0 181.0 
IUl ifi4iF 31.0 65.0 120.0 185.0 
iりJi合45"jo)ciEJe{1ミ 31.0 60.0 125.0 185.0 
大1二2il' 15.:3 60.0 125.0 91.8 
大1:3 {f 15.3 25.0 66.8 91.8 
大正4if 15.3 25.0 66.8 91.8 
kJI~ 5 ir 153 25.0 66.8 91.8 
KIE G {j'- 15.3 25.0 66.8 91.8 
7 25.0 66.8 91.8 
848.0 13品6目。 2120.8 






























































































































































































































































































































1!;~林 iíJ l 党 72 2000 
i切らにされている(多辺11，1999)，
さて次に，大阪村の地j或共肉体を海外のコモンズ{IJ!究




















Table・2The comparison between lhe condition日o[lon符enduringcommons shown by E，Ostrol1 and Ohara village 
オストロームのjJ~すコモンズの長JUJイ[，な条件 )()J;(村Jl!.J>.主M司1'
1， コモンズのfi主主治qVJIlf，tなこと 明治10年以降に 111 されたすべての共打ILJ lP.I，約・規約において，各I~'
コモンズ肉体のiOCi界だけでなく，コモンズを手IJ)11できる↑1';人あ i毛が連名でJF，<iちされており，入会関係村およびH[¥，;がIVJ(i{l1にされて
るいは家計がはっきりと主主義て、さること. いた.
2，コモンズに|見jし手IJJf)レー ル・ JI役ルール・ j也J点的条fi:が訪問l ，¥1‘G 1mにi反るjた干11¥HI.約・規約{こは，高1かい利JI}vールやJIl役ルー
していること ルなとγ?{Î~t;されていた.例えば，校:JTち， 11]伐， I Liのけ IJ~HJ1など







4，よそニタリング(防御)の必'tI'lt J~{illL\HI，約がはじめてl誕生したIYJìfìlO年から ，11![にお1'*の Y~IJlJ り ~S\;





;)， !lil]}&，が段Ij1'をもってなさ:l1.る」と f!il]主主に関する条J}'H丸木文;で J"，;心したように， IYJ治171'，IYJio19"1:. 
コ.t:ンズのj送付}vー ルlこ逃!ぶしたものに対して;{草されるflil]l&.は のj誌がjにおいて4準備され，ぞれに従って述反抗ーに対処した.明治19
j企jメの干'，¥1支lこJ，/:、じてなされることが役立さである， またfliJ裁を)JI "1ミの規約では 1，1製されるil可決はj準以のわ¥IJ:UこI，i:.;じてなされるjこと





G，コンブリクトをivlJ殺するメカニズムのイ子イ1: 九カ+~の)IH立や;(1)り合い IAJ成などの決定はj(IJj(1111、本 \:1 という場マ，
コモンズキIJ)lJZ;'IIIJ での手IHI;:ボーづ交を fl~ コストで制l後できる 民 l~的な議舎を総てなされ，各!ぷf'l llijで生じた涜hilt?;，似合した IIIJ
が介:イ正寸ること. !訟に会j しでもこれと 1;ωぷに，このj坊でWW~された.
7， コモンズをキIlki点するj従事j はじめて大jl(村に1{約がi1iUi主されたのは，明治10"1'のことであり，
コモンズ令制l討占し特別!する係手IJがりーカルコモンズに減してい 以が[\';ギi1;~政策jニ， m約を設けるのは， l~jif:l 171Fの ILJ林flb波1QíJ2以
右:い外日1の政府機関などによって)cきく佼;与されないこと.村- i派である.付打線という所有形態を選択した以 1'" 以のIL¥す政策に
にタト背1;の政1.fl幾!均等にはコモンズのルールの執行にあたっては 災IJって巡件されたが，ぞれは.{ffiく W!'!('j;:{i¥えとしてであり，大E;(村
以{氏!Ulの jE~~'I~t しかÌê'JJ之できないように I>JiíË されていること. の共IfiJi1'(.;!:V，l令予告イliの!交に， I''I&的に作り 1"，げたj(Ji(村主lU'1のJHi
1 LI ¥V，I約を1'I'i紋，必i化した.
R ，コモンズの~Il織が人れ r状況になっていること )ciJj(村のコモンズは， 1j 1tïJU;，あるいは滋t~1IÎ~のとる孜両t MIに
コモンズがより jえさなおWxの刊;となっているJ-lr1sには，手IJIJ 反する JI~で、はなく.それで、いて広域行政にのまれるものでは決して

































































的枠紛み Oocal regional-national government)から
成るスペインのエルタ槌if流用水の管理方式を拘:び例にと
ってその活裂性を指摘しており m，Ostrom， 1990， 









































































(2)手li~来 111:迎漸ク進ミ木材嬰ノ j主的々 1mケタル為メ競
フテ之ヲ伐保セ 1)，而シテ岱1寺ノ村氏一般山林造成
ノ念ナク，常ニ生超過ノl1t*合ヲナシ来 1)シニ，維
新後木材ノ手IJ 月ji蹴ニ I曽加シ材似i従テ j除去t シ日 lìj~'・必7日
ノ燃料ヲ符ンニモ尚立ツ開幕Itヲ!惑ズル(以下1告)(大
原村役場， 1918) 












~;J・スル絞年ノ弊智ハ容易ニ 11見シ難ク往々 l司規約二 jえ
スルモノア 1)，" (以下1持) (大深村役j札 1918)
(5)全LLi1gfiJL木のな浪たる裸11をFよるは速さに非ず(大
}民村役場， 1918) 
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